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 論文審査結果の要旨
 高等な双子葉植物の花器官形成ではモデル植物を矯いた逡伝学的研究から、ABCモデルが提唱
 されている。一方、単子葉植物には、ユリのように花被が二層の花弁状器官から構成されている
 同花被花植物が多く存在している。本研究では、単子葉園芸植物のムスカリを耀い、ABCモデル
 に関わる遺伝子群が二層の花弁状花被形成にどのように働いているかを分子生物学的な手法を尾
 いて明らかにした。
 まずRACE法によりムスカリから9種類のMADS-box遺伝子を単離した。遺伝子系統解析の結
 果、これらはそれぞれ6ZO一筋e(紬(鉱0滋房2β)、DE異臨e(、絵D塑!〃)、煎翅ke(灘G!/2)、
 8EP遭㍑伽5騨)、躍α}6一}ike(磁雇G乙6)遺伝子であることが分かった。
 次に欝碧CR法による発現解析の結果、5つのBクラス遺伝子(GLO逝keおよびD照肱e)は、
 全て外・内花被片で発現しており、これらの遺伝子がムスカリの二層の花被形成に関わっている
 可能性が示された。また、2つの渥σ一hke遺伝子はいずれも雄ずいおよび心皮で発翼しており、ム
 スカリにおいて差(㍊ke遺伝子群が生殖器官形成に関わっている可能性が示唆された。
 さらにEM8A法を用いてBクラス遺伝子産物のタンパク質問相互作用を解析した結果、5つの
 Bクラス遺伝子のうち、MaGLOAiとMaDEF2、MaGLOA2とMaDEE2がヘテロダイマーを形成
 することが開らかとなった。
 以上のように、ムスカリの外・内花被片では5つのBクラス遺伝子の発現がみられ、
 MaGLOAレM註)EF2およびM段GLOA2脇DE醗の組み合わせでヘテ覆ダイマー形成能を示したた
 め、二層の花被形成には3つのBクラス遺伝子(論(鑑0蝦、融砿0燈、瀬躍〉盈)が関与して
 いることが示唆された。また、2つのオ磯ke遺伝子は生殖器官で発現がみられ、ムスカリの二層
 の花被形成および雄ずいの形成に関しては、㈱面edABCモデルに一致することが開らかになっ
 た。
 本研究で得られた知見は高等植物における花の多様性の進化を分子生物学的に解明する上で重
 要であると考えられ、本研究を推進した中田睦は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能
 力と学識を有し、中田の提出した論文は博士(生命科学)の博士論文として合格と認める。
 ・.レ
 ー 119一
 、
】
峯
、
